
明日の小山田を考える会の目的は、

住んで良かった・ずっと住み続け

たい・住み良い地域 を創 ること

です。そのためには、地域の皆さ

んの積極的な関わりが必要です。

行政区長と地域コミュニティ会議(明日の小山田を考える会)

明日の小山田を考える会

会 長 菊 池 保 守

皆様 新年あけましておめでとうございます。

早いもので、花巻市主導により進められてきた、地域づくり

団体としてのコミュニティ会議も13年が過ぎようとしておりま

す。そこで今回は、行政区長とコミュニティ会議(明日の小山田

を考える会)との役割や制度の違いについて考えてみたいと思い

ます。

行政区長は、花巻市行政区設置規則に基づいて、市の区域を分けて行政区を置いており、

その行政区に、市長が、区からの推薦に基づいて区長を委嘱しております。

区長の職務としては、①市民への各種伝達②広報等の配布③各種調査の取りまとめ④公

衆衛生に関する指導や協力⑤道路、河川等への保護協力⑥区民から市への連絡・要望⑦そ

の他市長において必要と認めること。と規則に記載されております。そして規則では、区

において必要とする事務費は予算の範囲内で交付する。とあり、区長報酬とは別に交付さ

れています。

実際の職務はこれに加え、民生委員の推薦や社会福祉協議会の会費、緑の羽根募金、体

育協会会費など各種会費等の徴収も区長を通じて行っていますが、これらは規則に定めら

れている職務ではなく、慣例により行っているものです。

また、区長はそれぞれの自治会長も兼任している場合が多く、地域の顔役として、地域

住民からの信頼も厚く、長年区長を中心とした地域課題解決の仕組みが出来上がっていた

わけであります。(特に東和の場合)

そこに、花巻市との合併を契機に、おおむね小学校を単位とする地域コミュニティ会議

が誕生するわけですが、行政との関わりや区長との役割分担が必ずしも明確でないことも

あり、2つの類似した組織が存在することとなったわけです。

そこで、前回も触れましたが、平成23年に花巻市コミュニティ地区条例を制定しその

位置付けを図ったわけですが、区長との役割はそのまま残っており、依然として中途半端

な組織となっている現状であると理解しています。

それが決して悪いというものではなく、地域ガバナンス(共治)の視点が欠けているから

にすぎない、と私は思っています。

人口減少や超高齢化が進み、地域におけるガバナンスをどう構築していくかが問われて

いるのです。
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去る11月7日（木）きぬかわカレッジ移動学習・花巻探

訪～花巻の先人を学ぼう～を開催し、総勢23名が参加しま

した。花巻ゆかりの偉人である高村光太郎や宮沢賢治につい

て学ぶため、花巻おもてなし観光ガイドの佐藤さんと記念館

を巡り、意外な人物像などを学びました。

また、大迫の花巻市総合文化財センターでは企画展「遺跡

のモノがたりー安俵6区遺跡ー」が開催されていて、縄文時

代の東和町を知るよい機会となりました。
宮沢賢治記念館で集合写真

去る１１月２日（土）小山田地域グラウンドゴルフ大会を開

催しました。旧小山田小学校校庭に東西２コースをつくり、６

チームに分かれ総勢２9名でプレイしました。

はじめてグラウンドゴルフをするという参加者は、チームメ

イトに教わりながら、和気あいあいとプレーを楽しみました。

今年はホールインワン賞が過去最多の10名でした。入賞者

は以下のとおりです。（敬称略）
チームメイトの声援を受けて

シルバー賞

 小原 敏見(外谷地)

ジュニア賞

 多田 成来(中川目)

ブービー賞

 藤根 弘敬(古　田)

 菊池 清美(石鳩岡) 小田 耕眞(南川目)

 吉田 啓一(外谷地) 菊池 保雄(石鳩岡)

会長賞(４名)

鎌田    副(前　田) 菅原 テツ(留ヶ森)  鎌田 満也(前　田)  菊池 保守(駒　形)  高橋 満男(前　田)

 菅原 秋代(前　田) 宮川 弘海(外谷地)  大野 幸夫(外谷地)  菊池 清美(石鳩岡)  多田 望桃(中川目)

ホールインワン賞(10名)

優　勝  鎌田    副(前　田) 53打

準優勝  鎌田 満也(前　田) 65打

第３位  菊池 保守(駒　形) 67打

第４位  高橋 満男(前　田) 68打

第５位  菅原 秋代(前　田) 68打

男性の部

優　勝  菅原 テツ(留ヶ森) 59打

準優勝  田辺 静江(駒　形) 73打

第３位  長畑 テル(外谷地) 76打

第４位  多田 望桃(中川目) 87打

第５位  多田 成来(中川目) 111打

女性の部

去る１１月１４日（木）新規事業の農業女子スキルアップ

事業「小山田のりんごを使ったカービング教室」を開催しま

した。カービング岩手Wisteria you 主宰藤原ゆかりさんを

講師に、総勢１０名が参加しました。

カービングとはタイの文化で、野菜や果物に草花等のモチ

ーフを彫刻することです。南川目の浅沼慶宣さんのジョナゴ

ールドを使い、専用のカービングナイフでりんごの表面に花

などを彫刻しました。

参加者より「新しいことに集中して取り組むことができ、

充実した時間を過ごすことができた。」との感想があり、楽しく学ぶことができたようです。

ナイフの使い方を学んでいます
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去る１１月２５日（月）小山田振興センターにおいて、

小山田地域市政懇談会が開催されました。市からは上田

東一市長をはじめ職員１３名が出席され、地域住民２３

名と懇談しました。

予定していた３つの懇談テーマ「厚生労働省公表の再

編・統合の検討対象とされた県立東和病院について」、「消

防団の再編について」、「優良農地の確保と担い手につい

て」意見交換をしました。

小山田地域住民の関心の高いテーマで若い方の参加も多く、真剣に

花巻市の説明に耳を傾けていました。

小山田地域の懇談会の詳細は１２月２４日に花巻市ホームページで

公表されております。また、小山田振興センターでも閲覧可能です。

優良農地についてお話しています

上田東一市長

望まない受動喫煙をなくすため健康増進法の一部改正があり、公共施設である

小山田振興センターも対象施設となりました。以前から館内禁煙としておりまし

たが、4月1日より敷地内も全面禁煙となります。何とぞご理解ご協力をよろしく

お願いいたします。

去る１１月２８日（木）、東和東部地区コミュニティ

会議が開催担当となり、東和コミュニティセンターの

施設見学会が開催され、各コミュニティ会議及び関係

者等総勢４６名が集いました。土沢地域づくり会議 小

川洋征代表より新築に至る経過や今後の課題等につい

ての講話がありました。小山田からは４名が出席し、

今回の施設見学を通じ各振興センターの活用を考える

良い機会となりました。
ホールで聴講しました

３

日頃は、花巻市消防団第22分団への、ご支援ご協力を

賜りまして誠にありがとうございます。

昨年11月15日、第22分団第2部への、新型消防車両

と小型動力ポンプが配置となりました。装備が充実した運

転しやすい新車両です。小型ポンプも機能や操作性が向上

し、取り扱いも行いやすくなりました。

防火活動のみではなく、自然災害も増えております。よ

り一層機関を習熟し、防災に努めてまいります。

今後とも何卒宜しくお願いいたします。ピ カ ピ カ の 消 防 車 両



去る１１月３０日（土）、特別研修会を開催し総勢2３名が参加し、

テーマ「小山田ブランド米の確立とGAP（農業生産工程管理）につ

いて」３名の講師の方々よりご教示頂きました。日本GAP協会 理事

栗原眞さん、岩手県農林水産部農産園芸課 総括課長 菊池徹哉さん

（前田）、（有）太陽商会 代表取締役 菅原萬一さんより、GAPの制

度やメリット等についての説明がありました。

今年開催される東京オリンピック・パラリンピックで選手に提供さ

れる食品が、安全安心な農産物であることを証明するためGAPの認証が必須になるそうです。

大手スーパー等でもGAP認証の農産物を優先的に取り扱う流れがあるそうで、稲作はGAPの

中でも比較的取り組みやすい農作物とのことです。また、GAP取得が結果ではなく、GAPを

通し改善しながらより良い農業に取り組んでほしいという講師の言葉が印象に残りました。

栗原 眞 講師

去る１２月８日（日）、１２月１５日（日）今年度の新規

事業である「まほろばの郷かけっこ教室（後期）」を開催し

ました。セントラルフィットネスクラブ盛岡の福田 翔 さ
かける

んを講師に足が速くなる・長く走れるコツを学んでいます。

後期は短距離に特化したトレーニングをし、ラダー（縄

梯子）を使って様々なステップやジャンプ等をしました。

子供たちからは「もっと回数を増やして欲しい」、「1時間は

短い」等ともっと学びたかったと前向きな感想が寄せられました。

また、全５回の皆勤者と初回に計測した20m走のタイムが良くなった上位３名の児童を表

彰しました。参加者は交流しながら走る楽しさを感じることができたようです。

ラダー挑戦中

企画建設部、生活環境福祉部の一部の部員に変更がありました。よろしくお願いします。

専　門　部 役　職 氏　名 行政区 所属団体･役職

企画建設部 部　長 新 田  憲 孝 第１ 自治会推薦

生活環境福祉部 部　員 下 坂  淳 代 第３ 民生・児童委員（前田）

去る１２月２６日（木）紙ねんど工作教室を開催し、総

勢１７名が参加しました。鎌田友律子さんを講師に、干支

「子（ねずみ）」を紙ねんどで工作しました。

参加者からは「色々な飾り付けができて楽しかった」「次

の干支の丑を作るのも楽しみ」という積極的な声が寄せら

れました。紙ねんどによる工作を通じ、地域住民との交流

を深めることが出来たようです。集 合 写 真
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にこにこサロンを１０月２９日（火）、１１月１2日（火）、２７日（水）、１２月１０日（火）

に開催しました。

以下のとおり、筋力アップ講座、シニアのための健康講座、歌で元気になりまショーと多

岐にわたりサロン会員が取り組みました。

筋力アップ講座(10月29日･11月27日)
佐々木整骨院の佐々木三郎院長をお招きし、筋力アップ講座を

行いました。スクワット、ヨガマットを使い大腰筋を鍛える運動

やパタカラ（発音により口や舌周辺を鍛える運動）等をご教示頂

きました。

また、身体の筋力や水分量等を測定するインボディ検査も行い、

自宅で筋力アップ運動に取り組んでいた会員は、身体点数が向上

しており、筋力アップ運動の大切さを実感したようです。

シニアのための健康講座(11月12日)
花巻市健康福祉部長寿福祉課の職員をお招きし、８つの体力測定を

行いました。また、腰痛や関節痛の仕組みなどについてご講話頂きま

した。更に、新聞やテープを使って膝関節の模型を製作し、筋肉や関

節について学びました。筋肉は３ヶ月で生まれ変わるため、新しい筋

肉のため運動して鍛えないと、弱い筋肉になってしまう等初めて知っ

たことがたくさんありました。足 指 握 力 測 定 中

歌で元気になりまショー(12月10日)
矢巾町在住の漆原榮美子さんにご出演頂き、歌の力

で心身ともにリフレッシュするため「歌で元気になり

まショー」を開催しました。

民謡と踊りと三味線のプロのステージを間近で見た

総勢60名は、感動し拍手喝采でした。手と手のシワ

を合わせると幸せ（シワあわせ）になれると教わり、

参加者はとても幸せそうな笑顔になっていました。4名の方にご出演頂きました

去る1１月から１２月にかけて、「入院セット配付事業」

を生活環境福祉部員のご協力により行いました。

高齢者が不安に感じる「緊急入院」を想定し、入院に必

要 な日用品をひと袋にまとめたものを平成２５年度より配

付しています。

今年度は、安心カルテ登録者及び一人暮らしまたは高齢者

世帯を対象に５世帯へ配付しました。ご自宅でいつまでも元

気に暮らせるよう願いをこめ、見守り活動も兼ねています。
小田隆幸さん（南川目）
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今年度、地域づくり交付金により公民館や自治会等９つの各種団体の事業に対し、支援し

ております。積極的な事業取り組みにより、既に完了している事業について報告します。

軽井沢公民館:電子レンジ購入
軽井沢つつみ公園運営委員会:

環境整備

落合 昭彦 氏

元岩手めんこいテレビ

アナウンサー

えふえむ花巻放送局長

今年度最後のきぬかわカレッジを下記の日程で開催します。事前の申し

込みは不要です。皆さまお誘い合わせのうえ、お越しください。

日 時：令和２年１月２５日（土）午後２時～午後３時３０分

場 所：小山田振興センター ホール

テーマ：花巻・東和町の不思議な魅力

～ふるさと小山田の可能性も考えながら～

入 場：無 料落合 昭彦 氏

編 集 後 記

明けましておめでとうございます。本年もよろしくお願

い致します。

小山田振興センターは昭和57年に建設され、今年で築

38年になります。ここ最近、廊下や調理室の床がたわむ

ようになっていましたので、先月、花巻市により床下の修

繕が行われました。小山田地域住民の皆様にはこれからも

快適に利用して頂けるようしていきたいと思いますので、お気軽にお越しください。

修繕された廊下

発行：明日の小山田を考える会 電話：0198－42－2941

ホームページ：http://www.asuno-oyamada.jp/ ホームページもご覧ください。

メールアドレス：asuno-oyamada@tuba.ocn.ne.jp
６

小山田の人口 世帯数 男（人） 女（人） 計（人） 比較(１１月末)

第１行政区 62 103 83 186 1人減

第２行政区 148 209 211 420 3人減

第３行政区 161 232 245 477 3人減

第４行政区 110 191 183 374 3人増

計 481 735 722 1,457 4人減

２０１９年１２月末現在


